
マップ多様化の時代。あなた流のマップは？ 

 ⑴マップ作りの変遷  

これまでは、マップといえば、本研究所が開発した「支え合いマップ」のことと理

解されていた。それ以前は「マップ」と言えば「福祉マップ」、あるいは「要援護者マ

ップ」。福祉関係者が、気になる人に印をつけて、自分で対応するか、関係機関につな

げるというものだ。  

私が「支え合いマップ」作りを提唱したのが今から３０年前だが、最近、新たに「自 

助マップ」を考案した。 支え合いマップは、住民による助け合いのまちづくりが目的

なので、一般住民に聴取する。そのため、「住民が集まって自分たちのご近所の福祉課

題に取り組む」という目的には適している一方で、個々の当事者本人がどんなことで

困っていて、どんな行動をとっているのかといったことについては、あまりわからな

い。その点において、「自助マップ」なら、当事者本人が自分のことでマップを作るの

だから、その人の困り事などはよくわかる。  

 

⑵マップ作りの多様化の時代へ  

最近、ちょっと変わったマップを見せられた。一見、自助マップのようだが、内容 

を見ると、自宅周辺の知り合いの人たちの家に印をつけたもので、知り合いマップと

いった感じのものに見えるが、作った人自身が自分のために特定の目的をもって作っ

たのであれば、それもまたマップと言っていいわけだ。 

同じように、全国各地で関係者や住民によって作られるマップには、私が提唱する

マップとは異なるものもあるが、だから支え合いマップではないというよりも、それ

ぞれが自己流のマップを作っているとも言えるのではないか。 

マップの多様化の時代に入ったのかもしれない。それぞれが、自分に必要な要素を



考え、自由な形でマップを作る。といっても、「自分で作ったマップの意義をきちんと

説明できる」ということは、大事なポイントになるのだが。 

 マップの多様化の時代に、これからどんなマップが地域に広がっていくのか。以下

に、主だったマップを羅列してみることにする。 

 

⒈要援護者マップ・福祉マップ 

■要援護者と家族、それに要援護の状態だけを住宅地図に記入。その情報をもとに、

民生委員や福祉機関のスタッフが要援護者に関わる。  

■福祉関係者が自分の活動対象を見つけようとする時に役立つ。ただしその対象者に 

ついて原則として住民と連携して対処しようというものではない。 

 

⒉自助マップ  

■要援護の当事者が、自分の身を守るために、周りの福祉資源（人、場所、組織など。 

潜在資源も探す）を住宅地図にのせ、それをもとに今後の資源確保・育成の作戦を立

てる。 

 

⒊当事者の助け合いマップ 

■地区内の複数の当事者の課題とその解決行動を、自己努力と支援活用の両面から、 

原則として本人に直接聴取して把握し、それをもとに、課題別にどんな解決策がある 

かをまとめて、地区内だけでなく、広く当事者の問題解決に生かす。場合によっては、 

地域内の当事者が複数集まり、互いに聴取し合うという方法もある。個人の自助マッ

プだけでは、求める資源が十分に発掘しづらい時に、並行してこの手法を使えばいい。 

 

 



⒋支え合いマップ 

 ■ご近所（およそ５０世帯）の住民の支え合いの実態を住宅地図にのせ、そのご近所 

の取り組み課題を抽出し、住民主体の助け合いのご近所づくりのあり方を考える。 具

体的には、そのご近所の気になる人を探し、その人に誰がどう関わっているか、その

人が困っていそうなことは何か、本人はどういう解決努力をしていて、その問題解決

につながりそうな住民の行動は何か、またその地域特有の生活課題は何か―などを住

民に聴取し、そこから住民の取り組み課題を抽出する。  

 

⒌防災マップ①  

■防災に役立つ情報―過去の災害、現在や未来の危険個所、その対策の実態、避難行 

動のあり方などを住宅地図にのせる。この方式は全国で実践されている。 

 

⒍防災マップ②  

■最近は、支え合いマップで防災を考えるようになった。近くに住む仲間の中に、３

階建ての家に住んでいる人がいれば、そこに誰さんと誰さんは泊めてもらうとか、集

合住宅の上層階の人に泊めてもらう約束をしておくとか、公的な避難場所が遠ければ

近くに一時避難場所を探しておくとか、一人暮らしの隣人同士で一緒に避難するよう

決めておくとか。まさに自助型避難である。 

マップをひらくことで、そうした可能性が見えてくるのだ。 

■最近では災害も多様化し、それに対応して、起きる災害の種類によって、自宅にこ

もったり、知り合いの家に泊めてもらったり、場合によっては公的な避難所も選択肢

の１つになる。この場合の状況判断はマップでやらねばならない。自宅周辺に川は流

れているか、そのどこが浸水するか、土砂崩れは今までどのあたりで起きてきたか、

それらをマップに記入しながら避難方法を自分の判断で決めていく。 



■自助マップの防災版を作らねばならない。マップには、それだけでなく、地元の誰 

に助けてもらおうか、そのために事前に交流しておく、といったことも記入しておか 

ねばならない。 自助型防災に関しては、本ホームページの資料・図書一覧にある『生

命を守る防災から尊厳を守る防災へ』をお読みいただきたい。  

 

⒎新たな支え合いマップ＜北海道民生委員児童委員連盟＞  

■連盟として十数年にわたって、支え合いマップ作りを推進してきたが、様々な理由 

で、段階方式に切り替えることになった。段階とは、まず①自分の把握している住民

の 情報をマップにのせるだけから、➁１人の要援護者への聞き取り、③住民・世話焼

き さんへの聞き取りというように、段階を追って本格的なマップ作りに発展させて

いく という方式である。この後の、第４ステップ以降は、通常の支え合いマップづく

りと 同じである。  

■第１ステップ 委員が把握している情報だけで作る。行政から提供された名簿や世

帯票をもとに作成。  

■第２ステップ＜世話焼きさんの発見＞ 要援護者への聞き取りを通して作る。要援

護者から、日常的に世話を焼いてくれるご近所の住民の情報を聴き取り。  

■第３ステップ＜新たな要援護者の発見＞ 世話焼きさんへの聞き取りを通して作る。

ご近所の世話焼きさんから、自身の支え合いの状況を聴き取り。  

■第４ステップ ご近所さんを集めてマップを作る。  

■第５ステップ 住民とともに地域の課題解決を考える。  

■第６ステップ 住民の手で課題解決に取り組んでもらう。  

＜注＞詳細を知りたい方は、北海道民生委員児童委員連盟・事務局の馬川友和さんに 

お問い合わせを。電話は０１１－２６１－２１８１  

 



⒏富良野市・民児協の支え合いマップ  

■支え合いマップは北海道民児連の指導で、全道で展開されているが、富良野市だけ 

は独自な路線を開拓している。  

■富良野市では、すでにマップづくりを広げるだけでなく、民生委員数名で班を形成 

し、マップは班内の全員で共有している。だから病気などで活動できないメンバーが 

いれば、みんなでその人の分を補うことができる。退任者が出て、新たに民生委員に 

なった人も、班内の１つの地区を担当すればいいから、分からないことは教えてもら 

える。極端に言えば、マップのことを知らなくても、その日からマップによる活動が 

できる。これこそが理想的な引継ぎではないか。  

■引継ぎだけではなく、マップ作りによる地域福祉活動においても、班ぐるみのやり 

方はメリットが大きい。１人の目で地域を見るのでなく、複数の目で見ることができ 

るし、自分の地区の実態も複数の目で見てもらえるから、バランスのある評価ができ 

る。民生委員個々の適性も生かせる。各自が自分の得意分野を分担すれば、大きな力 

になる。地区によっては、町内会などともマップを共有しているというから、まさに 

地域づくりに近づいている、とも言える。  

■こういう取り組み方のメリットは、自分１人の活動の仕方にこだわる民生委員が生

まれないことでもある。  

■これからは民生委員の役割も、「地域づくり」へと視野を思い切って広げたのだから、 

守秘義務の考え方も柔軟に捉えるべきである。自分が得た情報やノウハウも、当然マ 

ップも、地域全体の所有物と見るおおらかさが必要だ。 

 

 

 

 



■富良野方式のメリット＜北海道民児連・馬川友和さん＞  

富良野方式のメリットを、北海道民生委員児童委員連盟の馬川友和さんにまとめて

いただいた。  

①なり手不足の問題に対応できる民生委員児童委員のなり手不足は全国共通の問題。

欠員となった地区はしばらく民生委員が不在ということもしばしば。富良野市の実践

では、一人一地区という考え方ではなく、複数名で複数のエリアを一地区として捉え

ているので、日常的な情報共有の前提が担保されていれば、欠員地区を他の委員がカ

バーできる（している）。 

②取り組みの継承と標準化  民生委員の在職期間の短期化も全国共有の問題。富良

野市の実践では、基本的に班単位で活動を進めているので、班を構成する委員同士の

コミュニケーション量は非常に多い。このコミュニケーションの多さにより、新任委

員や比較的経験の浅い委員のフォローがしやすく引継ぎもしやすい。加えて、そのコ

ミュニケーション量に裏打ちされる形で構成委員の活動の標準化にも作用しているも

のと思われる。 

北海道富良野市民児協のマップによる引継ぎ研修風景 


